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コミュニティ・ビジネス・ネットワークの設立２０周年を記念したシンポジウムが、去る２０１７年１２

月２日に、ローランズショップ原宿店にて開催されました。CBNの役員・運営委員等の関係者を中心に、メ

ディア、大学、NPO、コンサルタント、地方議員、起業家、金融、通信等々、幅広い専門分野にわたり多数

の方々にご参集いただきました。 

CBN設立２０周年シンポジウムへの寄稿文を関係者の皆様よりお寄せいただき、当日のプログラムととも

に記録としてまとめました。ここに特別通信として発行させていただきます。 
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CBN設立 20周年記念シンポジウム 

「コミュニティ・ビジネスのこれまでとこれから」 

～地域再生手法の未来的創造に向けて～ 

●日時：平成 29 年 12月 2 日（土）１５時～１９時（終了予定）  ●会場：ローランズショップ原宿店 

＜開催趣旨＞グローバル化の進展、人口減少・超高齢化、中心市街地の衰退、地域コミュニティの弱体化など、

様々な課題が日本社会を取り巻く中で、持続可能な足腰の強い地域づくりが、今強く求められています。「コミ

ュニティ・ビジネス」は、日本に紹介されて四半世紀が経ち、用語としてはもとより、各種団体の活動・実践を

通して、社会に広く定着しつつあります。地域の多様な資源を活かし、人々のやりがいや生きがいを尊重し、魅

力ある地域づくりに貢献する「コミュニティ・ビジネス」は、産業構造の転換や働き方改革等の時代の流れの中、

地方創生に向けて今後ますます必要とされる概念です。この「コミュニティ・ビジネス」の紹介と普及には、こ

れまでコミュニティ・ビジネス・ネットワーク（理事長 細内信孝）が大きな役割を果たしてきました。当団体

は 1997 年に設立されてから、今年で 20年を迎えます。この節目の時期に、「コミュニティ・ビジネス」の

今を踏まえ未来を考える２０周年記念シンポジウムを企画いたしました。シンポジウムでは、コミュニティ・ビ

ジネスの実践者、地域再生コンサルタント、研究者のそれぞれの立場から、現在進行中のプロジェクト等をご紹

介いただき、地域再生手法としてのコミュニティ・ビジネスが目指すべき方向性について考えます。 

＜プログラム＞ 総合進行：鵜飼修（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク副理事長、滋賀県立大学准教授） 

【第Ⅰ部】シンポジウム：対談／講演・座談会   参加費：無料 

〇１５：００～ 開会・挨拶  

須永和久（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク副理事長、計画技術研究所代表取締役）  

〇１５：１０～１５：４０ 対談 『コミュニティ・ビジネスのはじまりとこれから』 

林泰義（まちづくりプランナー） 

細内信孝（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク理事長、コミュニティビジネス総合研究所長） 

〇１５：４０～１７：５０ 講演 ＋ 座談会 

『コミュニティ・ビジネスのこれから～新たな地域再生手法に向けて～』 

・実践者、研究者、プランナーの３つの視点から、これまでの取組みや、現在進行中のプロジェクト等を紹介

いただき、地域の再生・活性化手法としてのこれからのコミュニティ・ビジネスの方向性を考えます。 

  ＜テーマ・講演者＞（各講師 30分×3名） 

講演テーマⅠ：「つきさら流コミュニティ・ビジネス育成は何を生み出したのか」 

斉藤主税氏（都岐沙羅パートナーズセンター理事・事務局長） 

講演テーマⅡ：「空き家丸ごと利活用の秘める可能性」 

田中惇敏氏（Cloud JAPAN代表理事） 

講演テーマⅢ：「生活の足が生み出す地域の活力」  

木村政希氏（東北活性化研究センター調査研究部主任研究員） 

＜コーディネーター＞ 

細内信孝（コミュニティ・ビジネス・ネットワーク理事長、コミュニティビジネス総合研究所長） 

 ～休憩（10 分）～ 

【第Ⅱ部】情報交流会： 参加費：飲食費 2000円 ※地域特産品等の飲食物の持込み大歓迎 

〇１８：００～１９：３０（終了予定） 情報交流会 

 ＜CB出席者の活動報告＞ 

  「コミュニティ・ビジネスに関わって～これまでとこれから～」 

・地域再生に取り組む CB関係者を中心に、活動報告をいただきます。 

〇閉会の辞 ／東海林伸篤 
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＜講師略歴＞ 

〇林泰義／スペシャルゲスト 

・1936 年東京都生まれ。都市計画家、まちづくりプランナー。千葉大学客員教授を歴任。特定

非営利玉川まちづくりハウス運営委員。１９９７年ＣＢＮ呼びかけ人代表。市民参加のまちづくり

の第一人者。地域に眠るさまざまなスキルをもつ人材を発掘し、人と人をつなぎ、ネットワークを

広げると共に、自らも、実践的にまちづくりに携わり続ける。 

 

〇細内信孝／コーディネーター 

・コミュニティ・ビジネス・ネットワーク初代理事長、コミュニティビジネス総合研究所所長、町

の学校校長 

 http://www.hosouchi.com/ 

 

〇斉藤主税氏（都岐沙羅パートナーズセンター理事・事務局長） 

1971 年生まれ、新潟市出身。1996 年、新潟大学大学院工学研究科修士課程修了。同年（株）

計画技術研究所に入社し、全国各地の都市計画及び参加型まちづくりのコンサルティング業務に従

事。1999 年より新潟県村上地域においてコミュニティ・ビジネスの育成と中間支援 NPO の運

営を実践。2004 年に（株）計画技術研究所を退社し、以後、NPO の立場から多様な地域づくり

事業のプランニング・コーディネート活動を展開中。都岐沙羅パートナーズセンターの取り組みは、

各方面から高く評価され、2015 年には「平成 26 年度ふるさとづくり大賞」の団体表彰を、2017

年には「第７回地域再生大賞（主催：共同通信社／全国の地方新聞社 45 社）」で最高賞となる大

賞を受賞している。https://www.tsukisara.org/ 

 

〇田中惇敏氏（特定非営利活動法人 Cloud JAPAN 代表理事） 

1993 年 1 月 13 日、福岡県北九州市生まれ。24 歳。九州大学工学部建築学科 4 年。特定非営

利活動法人 Cloud JAPAN 代表理事。特定非営利活動法人 HOME-FOR-ALL 事務局。株式会社

おかえり代表取締役社長。地域の NPO に所属し連携関係を作り現職に至る。将来の夢は、気仙沼

で子ども５人に恵まれ、農業・漁業・狩猟をしながら生きていくこと。http://cloud-japan.org/ 

 

〇木村政希氏（東北活性化研究センター調査研究部主任研究員） 

1971 年宮城県生まれ。慶應義塾大学経済学部を卒業後、東北電力株式会社に入社。慶應義塾大

学大学院経営管理研究科在学中に細内理事長による多摩大学の公開講座を通じてコミュニティ・ビ

ジネスに出会い、以後コミュニティ・ビジネス・ネットワークの活動に参画。2014 年より現職。

現在は主に東北圏内の政策立案者・研究機関・経済団体等向けの刊行物である「東北圏社会経済白

書」の作成に従事するかたわら、各種社会・経済統計を用いて地域を「見える化」し、自分たちの

住む地域の現状と課題を理解するための活動を大学生向けに行っている。また、鉄道やバスなどと

いった公共交通機関を舞台とした地域活性化に関する調査研究活動も行っている。 

 

 

  

http://www.hosouchi.com/
https://www.tsukisara.org/
http://cloud-japan.org/
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Ⅰ部 講演テーマ・概要 

 

講演テーマ１：「つきさら流コミュニティ・ビジネス育成は何を生み出したのか」、 

斉藤主税氏（都岐沙羅パートナーズセンター理事・事務局長） 

【講演概要】 

コミュニティ・ビジネスの育成を、全国でもいち早く、それも中山間地域を含む地方で取り組み始めた

新潟県村上地域。まだコミュニティ・ビジネスという言葉・概念が、社会にほとんど浸透していなかった

1999 年に、公募・公開審査形式での助成事業を官民協働でスタートさせ、数多くの成果を生み出した。

このコミュニティ・ビジネス育成モデルは、社会に大きなインパクトを与え、現在全国各地で行われてい

るビジネスプランコンペのプロトタイプとなった。 

都岐沙羅（つきさら）流のコミュニティ・ビジネス育成モデルとは、具体的にどのようなものなのか？

具体的にどのようなコミュニティ・ビジネスが生まれ、現在はどうなっているのか？どんな成果が生まれ、

地域はどう変わったのか？スタートしてからの 18 年を振り返りつつ、次なる時代でのコミュニティ・ビジ

ネスの役割を再確認する。 

 

講演テーマ２：「空き家丸ごと利活用の秘める可能性」 

田中惇敏氏（Cloud JAPAN代表理事） 

東日本大震災の被災地、宮城県気仙沼市の空き家「架け橋」を中心とした地域ぐるみのコミュニィビジ

ネスを紹介する。 

1.地域のみんなが宿オーナー 

私たちが売っているのは宿ではない。交流だ。ゲストハウスでは毎日のように地域住民の手によってイ

ベントが行われている。 

そのイベントの仕組みとイベントでの交流を求めて全国から訪れるゲストハウスの観光客を紹介。 

2.笑顔がぐるぐる絵本カフェ 

子どもの明るい未来はみんなで守る。昼間のゲストハウスの居間では絵本カフェが開催されている。移

住後の充実した子育て環境の整備は移住支援において最重要ファクターと考えられる。運営である被災地

の子育てママの底力と驚異の時給 1,000円のマネタイズモデルについて紹介。 

3.全国に広がる被災地モデル 

宮城の「まるのいえ」「つんとばり」、熊本の「山麓園」、大分の「鶴の恩返し」など開始 1 年で全国

１０軒に広がっている空き家を通した地域課題解決の流れをご紹介。 

 

講演テーマ３：「生活の足が生み出す地域の活力」  

木村政希氏（東北活性化研究センター調査研究部主任研究員） 

 コミュニティ・ビジネスは地域の人々が発する「暗いつぶやき」からはじまる。最近では全国的に人口

減少が進む中、医療・福祉・サービスなどといった日常生活に必要不可欠な「生活インフラ」に関わる様々

な場面で、このつぶやきが多く聞かれるようになって来ている。 

そうした生活インフラの１つに地域住民の移動を担う公共交通がある。利用者の減少に伴ってこれまで

多くの路線が廃止され、免許を持たない高齢者の外出が困難な状態になっている地域も少なくない。 

コミュニティ・ビジネスが目指す「地域コミュニティの元気づくり」には、人が集い、交流する「場」

の存在が必要不可欠であり、そこまでの足となる公共交通の維持・確保は地域の重要な課題の１つである。 

今回はこうした暮らしの足を巡る問題に関し、公共交通を舞台とした地域活性化に向けた取組みなどに

ついて、コミュニティ・ビジネスの視点も踏まえて紹介することにしたい。 
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CBN２０周年記念シンポジウムに寄せて 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク（ＣＢＮ）

20 周年記念シンポジウムに寄せて、当日参加した関

係者よりメッセージをお寄せいただきました。（掲載

は五十音順） 

 

時代の転機を迎えて 

 

                       伊藤 清武 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク会員 

 コミュニティ・ビジネス（C.B）を耳にしたのは

1990 年代半ばでしょうか。その後、C.B.N の皆さん

に触発され、何時の間にか僕も城北地域などで C.B 事

業に参画するようになっていました。例えば、インタ

ーネット講習事業、街なか工房、まちがミュージアム

proj.、リサイクル活動、地域見守り活動、医工連携 proj.

など、など。 

 バブル崩壊、グローバル化の嵐の中で国も地域も右

往左往した時期に、役所にはできない、外の企業には

やらせたくない、それでは、市民が自ら知恵を出し合

い、人を集め、新たな活動拠点を創り、事業展開しよ

うと盛り上がったものでした。 

 幾つかの試みを重ねましたが、振り返って、果たし

て、このまちは良くなったのか、魅力が増したのかと

問わずには居られません。 

 最近、社会福祉事業史に関心があって、明治以降の

震災、戦災、不況が繰り返されたそれぞれの節目に、

逆境に立ち向かった先駆者の強固な意志、支えた多様

なコミュニティ、そこから生まれた様々な協働ネット

ワークがあって、時代を一歩一歩切り拓いてきたこと

を改めて学んでいます。 

 コミュニティ・ビジネスも四半世紀の蓄積を活かし、

次世代に向けて新たなステージを切り拓いていく時

期を迎えたと感じます。それは、活動の成果をコミュ

ニティに定着させ、街の魅力、誇りを創出する仕組み

を埋め込んでいくことでしょう。最近、多くの自治体

や企業が C.Bを取り上げるようになりましたが、役所

や企業の下請けでなく、率先して新しい価値を創出し、

多様なネットワークを束ね、まちにカタチを埋め込ん

でいく、まちぐるみで「まちをデザインし、まちづく

りの先導役となる C.B.N」に期待したいものです。 

 

 

私とコミュニティ・ビジネス 

 

鵜飼 修 

滋賀県立大学 地域共生センター 准教授 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク副理事長 

 

私がコミュニティ・ビジネスに出逢ったのは 1999

年末。前職の部署異動で横浜での勤務をはじめてしば

らく経ったときだった。異動した部署が「環境」をテ

ーマにしていたので、「環境」と名のつく講演会などに

積極的に参加していた。その一つがヒューマンルネッ

サンス研究所（HRI）が虎ノ門で開催していた勉強会

であった。この勉強会は本当に刺激的で、先進的な活

動を実践されている多くの方々と出逢い、様々な知識

を学ばせていただいた。そしてこの勉強会をきっかけ

に環境と共生する社会には市民活動が重要であるこ

とも学び、横浜の環境 NPO 活動へ参加するようにも

なった。 

しかしながら、当時は NPO＝無償ボランティア活

動という色が強く、活動は補助金頼み、ボランティア

は無償が当たり前という様相であり、活動の持続性に

疑問を抱いた。そのような時、ちょうど発刊されたば

かりの細内氏の著書「コミュニティ・ビジネス」（中央

大学出版部）と出逢い、「市民活動に必要なのはこれ

だ！」と強く思ったのである。早速、細内氏から直接

話を聞こうとコンタクトをとろうとしたところ、なん

と HRI の勉強会で懇意にしていた方が「隣に座ってい

る」とのことであった。 

細内氏を会社に招いて講演いただいた際に、「C.B.N.

の事務局を手伝わないか？」とのお誘いを受け、勉強

のつもりで参画した。細内氏の講演を一番後ろで聴講

し、そのノウハウを貪欲に学んだ。学んだことは実践

しないと気がすまない性分なので、自身が関わる活動

もコミュニティ・ビジネスとして、「地域に良いことを

してお金を回す仕組みづくり」にチャレンジした。最

初にチャレンジした九州大牟田での産業遺産を活か

したまちづくり NPO の取り組みは、同志に恵まれ現

在も活動を続けることができている。 

2003 年には「3 日でマスターできるコミュニテ

ィ・ビジネス起業マニュアル」（ぎょうせい）を細内氏
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と共同で刊行した。この頃から、コミュニティ・ビジ

ネスに関する講師も務めるようになった。2004年 4

月には地元東京大森でまちづくり NPO を立ち上げた。

その際にコミュニティ・ビジネスの学習会を開催し、

「活動は拠点を設け、専従スタッフを置く」コミュニ

ティ・ビジネスの基本スタンスを実践した。まちづく

り活動は代表の自宅が事務所で、無償ボランティアが

当たり前のようにとらわれていたが、あくまで事業性

を持つように心がけた。 

その後、2006年に転職し、現在では大学院にてコ

ミュニティ・ビジネスの実践ノウハウを教授するよう

になった。振り返ってみると、世紀末のコミュニティ・

ビジネスとの出逢いが私自身の人生に大きな影響を

与えたことは否めない。近年漸くコミュニティ・ビジ

ネスの市民権が得られるようになってきた。しかしな

がら、現場では無給スタッフと有給スタッフとの協働

が必ずしも受け入れられない空気を感じることもあ

る。大切なのは「何のためにやるのか」というビジョ

ンの共有と、ひとりひとりのミッション（使命感）と

地道なアクションであると思う。C.B.N.は 20周年を

迎えたが、ビジョンを具現化するための戦略としての

コミュニティ・ビジネスの普及は、まだまだ道半ばで

あると感じている。 

 

コミュニティ・ビジネスの創成期を振り返って 

 

大野 是 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク監事 

 

 二十年前はまだ六十四歳で第二の人生を働いてい

ました。普通会社が転職先を見つけてくれるようです

が、問題児の私には外からの話ばかりでした。上役が

それに文句をいうのですからまあ最低の会社だった

ようです。今でも三位物産とか四位に転落して何と呼

ばれていることやら（株価の話です）。 

 この私の当時の状況を見かねた後輩がセコムとい

う会社を紹介してくれました。情報関係の部長から出

た話で前部長が同期だったこともありあっという間

に決まってしまいました。また上役は下っ端に文句を

言わせてきましたがこちらは無視。 

 セコム勤務時代に細内さんとお会いする機会があ

りました。その頃の印象に残っていることは、当時中

央官庁に勤務されシリコンヴァレーから帰られたば

かりの加藤さんの報告でした。しかし、僕の遊び仲間

の連中はもっと凄いことをやっていたと後で知りま

した。 

 細内さんが両国に移る前は、横浜のみなとみらいに

事務所を置いていた京都の電気関係の会社（オムロン

だったか）がこの新しい商売に熱心でした。しかし、

少し業績が落ちた時だったかどうか、この業界から撤

退してしまいました。それからが両国時代です。この

時代は「よく飲んだなあ」という記憶でしょうか。 

 今からＣＢＮの歴史を振り返って見ると、今問題と

なっている「地方消滅」が大きく影響しているように

思われます。この対策の中心にＣＢＮが座るべきなの

でしょう。 

 

コミュニティ・ビジネスと私 

 

木村 政希 

公益財団法人 東北活性化研究センター 

調査研究部 主任研究員 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク運営委員  

 

2017年12月2日に開催されたC.B.N.の設立20

周年記念シンポジウムに、久しぶりに出席させていた

だきました。前回 C.B.N.の行事に出席したのは「コミ

ュニティ・ビジネスのすべて」が出版された 2009 年

のことですから 8 年以上の月日が開いたことになり

ます。 

 

それから時を遡ること約 10 年。当時ビジネススク

ールの学生であった私は大学院における「企業価値至

上主義」に疑問を抱き、それに変わる新しいヒントを

求めておりました。そうした中、1998年の秋、多摩

大学でコミュニティ・ビジネス・カレッジが開催され

るという小さな記事を見つけ、どのようなものか興味

をもって会場に向かいました。 

会場で細内さんの生き生きとした話しぶりに感銘

を受け、「欠けていたものはこれだ！」と思い、すぐさ

ま C.B.N.の活動に参画しました。 

 

大学院の授業の合間を縫って当時両国にあった「ネ

ットワークサロン」などで細内さんをはじめとする
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色々な方々からお話を伺い、「地域を元気にする」実践

的な方法について学ぶとともに、署名記事・書籍の執

筆という貴重な機会を頂戴いたしました。その経験が

現在の業務に結びついていることはいうまでもあり

ません。 

 

 コミュニティ・ビジネスという考えが提唱されて

20 年余り。社会の変化とともにコミュニティ・ビジ

ネスも様々なシーンで問題解決の手段として求めら

れるようになってきました。かつては「コミュニティ

で商売なんて・・・」と否定的な意見も多かったもの

の、今日では持続可能な地域づくりの重要ポイントと

なるなど、ものの見方も 180 度変わってきました。 

また、課題解決の手法も多様化し、ＩＴ技術などを

駆使して世界中からコミュニケーションやサポート

も行えるようになって来ています。 

Ｃ.Ｂ.Ｎ.設立 30周年を迎える 2027年には、こう

した新しい技術も積極的に取り入れ、コミュニティ・

ビジネスと C.B.N.の皆さん力で「暗いつぶやき」が「明

るい笑顔」となる地域がひとつでも増えるよう期待し

て止みません。 

 

ＣＢとの出会い 

 

古賀 敦之 

ソーシャルビジネスネットワーク北九州 副代表 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク運営委員  

 

コミュニティ・ビジネス（以下 CB）という言葉が

生まれて 20周年になるのでイベントが開かれる。私

はそのお誘いに応えないわけにはいけないというの

が直感だった。なぜなら、地方が閉塞し、コミュニテ

ィの関係性は薄れつつある中で、次世代に向けた新し

い鉱脈として輝いていたものが、この CB だったから

である。当時このコミュニティ・ビジネス・ネットワ

ークでかけがえのない出会いと知見を得た。始まりは、

当時 CBN 事務局長であった鵜飼氏と別の場で知り合

い、その誘いに応じて、CBN の例会をのぞいたこと

がきっかけとなり、経営学を学ぶため大学院進学のテ

ーマとして、社会的課題をビジネスの手法を取り入れ

解決する CB は、進学先でテーマとなった。 

とはいえ、学究の世界では CB は耳慣れない言葉であ

り、地域ビジネスとどう違うのか、商店街の活性化や

まちづくりとはどう違うのか等、体系立てて確立して

いない CB は、混乱の引きがねだったとも言えなくも

なかった。 

 

それから研究対象としてCB訪問全国行脚の旅が始

まった。もっとも最初は、東京の旗の台にあるスピカ

麦の穂だったと思う。市民出資で資金を集めた手法に

は驚かされたが、今では SNS 時代を迎えクラウドフ

ァンディングが広まっている。その後、現場でお会い

した方々は、どなたも素直で優しく、自分の持ちえた

知識を誰もが懇切丁寧に提供してくれた。そんなノウ

ハウまで教えてくれるのかと帰り道に感動したのを

覚えている。CBN の例会の帰り、夜道で細内さんと

社会起業家の定義について議論したことは記憶に残

っているが、社会起業家というリーダーが困難にまみ

えながら事業を軌道に乗せていく中で、その人格が形

成され、来訪者になんでも教えていただいた。その姿

は、自分が受けた恩送りをされているのだと認識する

ようになった。 

 

大学院を卒業してから、社会的企業が生み出す社会

変革に関心が移り、モンゴルの塩を販売した利益で

13 年にわたり、砂漠の緑化活動に取り組む起業家の

姿を目の当たりにすると、事業の規模よりも社会課題

を解決しようとする思想の方が重要に見えてくるよ

うになってきたのも率直な感想だ。そのうちに、自分

でも遠巻きながらもCBに参加する場が出てくるよう

になった。まさしく CB 常套句「二足のわらじ」であ

る。出来ることは小さいが、齢を重ねるうちに E.F.シ

ューマッハーの small is beautiful で問われる

「1000 の理論よりも１つの実践の方が尊い」を実現

したいと考えている。 

 

今回、細内さんのお声かけで集まったCB20周年、

素敵な会場で再会の喜びは代えがたいものがあり、運

営していただいたみなさんには深く感謝している。惜

しむらくは、いつも CBN で出会った方は素晴らしい

方ばかりであったし、彼らを招くために会場は、もう

少し大きくても良かったのではないかと思う。次の

30 回記念の際は、東京国際フォーラムで開催される

ことを願っている（笑）。 
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概念を浸透させた 20年 

さらなる進化が求められるこれからの 20年 

 

斎藤 主税 

特定非営利活動法人都岐沙羅パートナーズセンター 

理事・事務局長 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク会員   

 

 今から 20年前の 1998 年。当時、計画技術研究所

の所員だった私に、あるミッションが課せられた。「コ

ミュニティ・ビジネスによる地域づくりを新潟県岩船

地域で実践せよ」。まだ、コミュニティ・ビジネスとい

う概念が世に出たばかりで、誰もが「何だそれ？」と

いう状況下である。当然、前例はない。私自身、まっ

たく知識が無い中でのスタートだったので、当時の上

司（林泰義氏、須永和久氏）から勧められ、立ち上が

ったばかりの C.B.N.に参加した。 

 C.B.N.の活動を通じて、最先端の概念と全国の様々

な事例・情報を仕入れ、すぐに地域の現場で実践する

という自転車操業であったが、やっていく中で、「これ

からの時代の地域づくりはこれしかない！」と確信す

るまでに、さほど時間は掛からなかった。 

 地方の片田舎である新潟県岩船地域での取り組み

は、数々の成果を生み出し、地域づくりにおけるコミ

ュニティ・ビジネスの有効性を実証。微々たるもので

はあるが、コミュニティ・ビジネスという概念の普及・

浸透の一助になった。 

 スタートから 20 年。コミュニティ・ビジネスは社

会に十分に浸透し、地域づくりにおける当たり前の考

え方となった。全国各地で多様なコミュニティ・ビジ

ネスが生まれ、この流れは今も衰えることなく続いて

いる。 

 20 年も経てば地域・社会はそれなりに良くなって

いそうなものだが、現実はそうでもない。人口減少・

少子高齢化は急激に進展し、縮小社会に向けた備えが

社会全体で喫緊の課題となっている。地域・社会をよ

り良いものしようという取り組み以上に、社会的な課

題が増え続けている。 

 冷静に地域・社会の将来見通しを認識し、いまから

それに備えることは不可避な現在、コミュニティ・ビ

ジネスの考え方は地域づくりの根幹をなす概念とな

った。これまでの 20 年は、コミュニティ・ビジネス

を「起業」するというイメージが強かったが、これか

らの 20年は、「地域経営」という視点からコミュニテ

ィ・ビジネスを展開していくことが不可欠である。さ

らなる進化が求められるこれからの 20 年。まだまだ

C.B.N.の役割は小さくない。 

 

松明（たいまつ） 

 

島袋典子 

有限会社つくばインキュベーションラボ代表取締役 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク運営委員  

 

 「コミュニティ・ビジネス」と細内先生に出会った

のは、いつだったのか、今となっては記憶が曖昧です。

多分 18年くらい前です。しかし、細内先生の講演を

聞いて、「そうか、私のやりたいことは、こういうゾー

ンだったんだな」と膝を打ったのは覚えています。そ

の後、弊社の会議室で「コミュニティ・ビジネス勉強

会」なるものを何回かやり、会社や NPO を設立した

人もいます。 

 会社やビジネス・事業を、営利目的であるか否か、

社会的な事業か、大きいか小さいか等で色分けするこ

とに、私は関心がありません。組織を作り事業を行う

というのは「どんな機能を世の中に提供するか、それ

でどんな世の中になると良いと願うか」というビジョ

ンを具現化することであり、「コミュニティビジネス

ビジネス」はその中のあるゾーンの概念だと思います。 

 私が繰り返し唱えさせていただいている細内節は

「松明は自らの手で」です。「人のため」とか「社会の

ため」というよりもまず、実現を願う自分のためであ

る自覚が必要です。日本人は、儲けることに背徳感が

あるのか、ビジネスを行う目的に社会や地域のためと

いう美辞麗句を使いがちで（特に補助金申請の時に）、

それによって逆に縛られてしまうという悲劇がおき

ます。 

 まず自らが食えて、仲間も食えて（雇用や発注）、そ

れが続いて世の中に責任をもって機能できます。そう

して機能を果たす（顧客を満足させる）ことで、役に

立っています。さらにもっと余力があれば、他の事業

を起こして機能を増やしたり、寄付や非営利活動もで

きるはずです。 

 堂々と儲けて、楽しい会社やコミュニティを形成し、
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地域や社会を支えるサイクルを構築するポジティブ

な「ビジネスマインド」が浸透することを願っていま

す。 

 

コミュニティ・ビジネスとの出会いと 

さらなる普及に向けて 

 

東海林伸篤 

世田谷区職員 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク事務局長 

 

13 年前、山形県天童温泉組合からの依頼で、当時、

東北芸術工科大学で助手をしていた友人たちと「天童

の森」というテーマで温泉街のまちづくりに取り組み

ました。高度経済成長期に宴会メインの団体客を対象

とした大型温浴施設へと建替えが進んだ街の、地域資

源を掘り起こし、ソフトとハードの両面から魅力ある

温泉街として再生させていこうというものでした。建

築、ランドスケープ、文化財、まちづくりなどの各専

門性を活かしたチームとしての取組みでした。 

そこでの重要な課題の一つが、補助金に頼らず、地

域の人々が主体となり、地域資源を活かしながら、街

の魅力を持続的に高めていくためにはどうしたらよ

いか・・・？というものでした。地域通貨やグラウン

ドワーク活動など、各種文献等に当たる中で、たどり

着いたのが、「コミュニティ・ビジネス」（中央大学出

版会）をはじめとする細内信孝氏の一連の著作でした。

そのすべてを都内の書店で買い込み勉強し、温泉街の

再生プランに反映させていきました。 

その後、高田馬場で開かれた CBN 定例会に顔を出

し、メンバーに迎えていただいたのが、私の CBN と

のかかわりの始まりです。当時、地元川越で仲間と映

画館「川越スカラ座」の再生に向けた活動を NPO プ

レイグラウンドの役員として進めていました。そして

川越市との共催により、コミュニティ・ビジネス・シ

ンポジウムを川越スカラ座にて開催し 200 名近くの

集客を事務局として得たことがきっかけで、CBN 運

営委員となり、そして鵜飼修氏の後任として事務局長

を拝命し現在に至ります。 

コミュニティ・ビジネスが日本に提唱されて 20年

が経ちこれからますますその需要は高まると私は考

えます。高齢者、子供たち、主婦、サラリーマン、そ

れぞれが身の丈の起業をし、やりがいを持って社会と

関わり続けることが、心豊かで健康な社会の創造に繋

がるからです。 

特に、高齢者とコミュニティ・ビジネス。高齢者の

生きがいと元気づくりは、国全体の医療費の削減にも

つながります。地域資源を活かし、ボランティアでは

なく、きちんと対価を得ること。そのことで、やりが

いを感じ、社会とコミットしながら、高齢者が社会の

一員としてイキイキと関わり続けられるシステムづ

くりは、今求められていると考えます。世田谷区の地

域共生のいえ「あかねこうぼう」で取組まれていた活

動では、90 才のお年寄りがコミュニティ・ビジネス

的に自作の手作り品を年 2 回のバザーで販売するこ

とにより、生きがいを見出し見違えるように元気を取

り戻したケースがあります。 

さらに必要と考えるのは、子供達へのコミュニテ

ィ・ビジネス的視点の教育活動の普及です。これまで

の算数、国語、理科、社会、英語といった科目に加え

て、コミュニティ・ビジネスを総合的な基礎的科目と

して広く普及させることが大事ではないかと考えま

す。小学校、中学校の義務教育期間にコミュニティ・

ビジネス的視点を学ぶことで、社会の仕組みを知り、

子供時代から社会と関わり自分を生かすすべを身に

つけるべく、将来の元気な地域づくりに向けた種を蒔

くのです。 

副業や兼業の普及の兆しが見えるなかで、サラリー

マンを地域に戻しスキルを活かして貰う上でも、コミ

ュニティ・ビジネスは必要です。家庭の主婦に対して

もそれは同様に求められます。 

コミュニティ・ビジネス20周年シンポジウムでは、

同じまちづくりへの想いを共有できる諸先輩方が集

まり、こうした考えの必要性を改めて自身の中で確認

できたひと時でした。 

これからの 10 年、コミュニティ・ビジネスをさら

に発展的に捉え積極的に社会に働きかけていきたい

と考えます。 

 

コミュニティ・ビジネスのこれまでとこれから 

 

須永 和久 

計画技術研究所 代表取締役 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク副理事長・共同代表  
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2017 年 12 月 2 日のコミュニティ・ビジネス・

ネットワークの設立20周年記念シンポジウムにおい

て、コミュニティ・ビジネスの定着と成果及び今後の

可能性を実感しました。20 年前の林さん、細内さん

の着眼の先見性は素晴らしいと思います。 

 都岐沙羅パートナーズセンター理事の斉藤主税氏

の講演は、地域における実績を踏まえたもので、20年

に渡って取組が継続し、コミュニティ・ビジネスが地

域に根付いて今なお持続的な効果を生み出している

ことに感銘しました。 

 地方創生という掛け声の下、地方の活性化が一段と

求められている中、観光、交流、アート、IT による活

性化に注目が集まりますが、都岐沙羅パートナーズセ

ンターの取組は、地に足が着いたものであり、高く評

価されるべきでしょう。 

 地域の活性化や移住促進は、結局のところ、雇用の

創出が基本であり、資源や人材を活用した内発的な発

展がこれからも必要と考えます。内発的な発展の実現

方策として、エコノミック・ガーデニングという考え

方や手法、あるいはグローバル・ニッチ・トップ企業

の育成がありそうですが、その２つにコミュニティ・

ビジネスを加えて、「エコノミック・ガーデニング」「グ

ローバル・ニッチ・トップ企業」「コミュニティ・ビジ

ネス」を組み合わせた地域活性化の方策がないか、考

える段階に来ていると考えます。 

 私としては、コミュニティ･ビジネスの発想を生か

して、地方にある既存のスモールビジネス（本屋、洋

服の仕立屋、印刷屋、鉄工所、木工所など）が独自の

オリジナル商品の開発製造を行い、販売することで地

域経済の活性化を図れないか考えています。 

 自分達が自ら考えて、アイデアを出して商品開発や

ビジネスを行えば、地域はもっと楽しく、生き生きと

したものになる筈です。 

 

私たちに根付くコミュニティ・ビジネス 

 

田中 惇敏 

特定非営利活動法人 Cloud JAPAN代表理事   

 

 私が初めて「コミュニティ・ビジネス」という言葉

に出会ったのは５年前、大学のソーシャルアントレプ

レナー育成の講義だった。概論として当たり前のよう

に習い、当たり前のように使った。裏を返すと、「コミ

ュニティ・ビジネス」の言葉の生まれや波及について

考えることはなかった。 

 2017 年 12 月、大変有り難いことに CBN 設立

20 周年記念シンポジウムに講演者としてお呼び頂い

た。私は会社設立 1 年ちょっとと駆け出しであり未熟

なので、震災から 7 年経つ東日本大震災被災地の現場

で起こっていること、その課題に現場でどうコミュニ

ティ・ビジネスという概念が貢献しているかの例しか

示せなく申し訳ない思いでいっぱいだったが、細内様

はじめ「コミュニティ・ビジネス」の概念を 20年も

前に提唱し、２０年間継承し続けた皆様とお話できた

ことは大変貴重な機会だった。概念を作り、守り、育

てることの尊さ、そしてその熱意の集合に感動し、そ

こにコミュニティ・ビジネスの根幹の一つを感じた。 

CBN が生まれた 20 年前は当時４歳。当時のコミュ

ニティ・ビジネスの必要性に肌感覚では分からないが、

20 年経った今でも、今でこそコミュニティ・ビジネ

スの必要性を痛感している。 

改めて 20 周年おめでとうございます。これからの２

０年は私たち若手世代がしっかり継承していく。世代

を超えて素晴らしい概念が広がることを心より祈念

する。 

 

CBN 20周年に思う事 

 

松本 正毅 

松本デザイン機構有限会社 代表取締役 

 

 20 年前 1997年、細内氏が何故墨田区に CBN す

みだ分室を起ち上げられたのか？伺った事がない（と

思う）。今思うと下町気質がコミュニティ・ビジネスを

発動する体質のようなものを持っていると直感され

た、あるいは、墨田の方々との出会いが、この地でコ

ミュニティ・ビジネスが成立つことを確信されたから

ではないだろうかという事です。そのお節介感覚は、

この 20年で大きなビルが建った分、路地に懐かしい

家が消えた分、薄れた様に感じる事もあります。しか

し、絵本「まちにやさしい仕事〔1999 年発行）」の

中での事例は、形、名前を変え墨田を抜け出して生き

続けています。地域食堂（あるいはコミュニティカフ
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ェ）、雨水の活用、廃食用油リサイクルなどは全国に拡

がった地域密着型ビジネスであり、ボランティア的ビ

ジネス活動だと思います。 

人生のお仕事は、コミュニティ・ビジネスに近い方

が幸せなんだろうなと思う近ごろであります。 

  

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク 

設立２０周年への想い 

 

細内 信孝 

コミュニティビジネス総合研究所代表取締役 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク理事長・共同代表 

 

2017 年 12 月 2 日（土）15 時から 20 時ま

で５時間にわたり東京都渋谷区千駄ヶ谷 の花屋さん

にて、コミュニティ・ビジネス・ネットワーク（ＣＢ

Ｎ）の設立 20 周年記念シンポジウムが開催された。 

シンポジウムのスタートは、林泰義さんと一緒に始め

たコミュニティ・ビジネス（ＣＢ） の研究、その社会

開発について、細内より会場の皆さんに事始めを紹介

し、それから 林さんとの対談形式でコミュニティ・ビ

ジネスの意義や意味、社会開発としてまちづくり に

おけるコミュニティ・ビジネスの役割やその効果など、

予定枠の 30 分を超えて 45 分間にわたり熱弁が

展開された。  

  

今から 20 年前といえば、林泰義さんは 61 歳、

細内は 40 歳であった。地域を元気 にするアメリカ

のコミュニティ開発法人（ＣＤＣ）の存在やそのレバ

レッジ効果の話しなど、懐かしい話題に会場からも感

嘆の声が上がった。  

  

思えば、今から２０年前の 1997 年 3 月に、私

たちは、コミュニティ・ビジネス・ネット ワークを東

京都墨田区錦糸町駅前のすみだ産業会館で立ち上げ

た。気がつけば、私 は、コミュニティ・ビジネスの関

連書籍２２冊（韓国語版２冊を含む）をＣＢＮの仲間

たち と一緒に出版した。また日本の津々浦々、コミュ

ニティ・ビジネス普及のための講演や 講座、起業ワー

クショップなどで全国各地を巡回し、その回数は約 2 

千回に及んだ。 さらには、７つの大学（1 つの短大、

3 つの大学、3 つの大学院）の非常勤講師（主に コ

ミュニティ・ビジネス論）として 15 年間にわたり、

その教壇に立つことができた。 海外の活動は、英国外

務省・チャリティ団体からの招きで英国ＮＰＯ・社会

的企業 の視察、韓国語翻訳本の関係で韓国政府機関

からの招待講演も４回を超えた。  

  

私は、コミュニティ・ビジネス・ネットワークの多

くの仲間に支えられながら、無我夢中で走ってきた 

20 年間であった。彼らの支えがなければ、この２０

年間の普及活動は果たし得なかったものであろうと

思っている。久しぶりに林節に触れ、心が再び熱く な

った。林泰義さん、ＣＢＮの仲間たち、会場のみなさ

ん、たいへんお疲れ様でした。  

  

今後とも、コミュニティ・ビジネス・ネットワーク

に、ご参加、ご支援、ご協力をよろしく お願いいたし

ます。  
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ＣＢＮ設立 20周年記念シンポジウムへの 

メッセージ 

 

当日ご参加いただけなかった方からも、多数メッ

セージをお寄せいただきました。形式上、理事長を

務める細内宛になっています。 

（掲載は五十音順、敬称略、文責はＣＢＮ事務局

にあります） 

----------------------------------------------- 

細内様 

ご案内ありがとうございました。 

当日は所用があって参加できません。 

２０周年おめでとうございます。 

頑張りましたね。盛会をお祈りしています。 

藤田和芳（オイシックスドット大地株式会社会長） 

----------------------------------------------- 

細内様 

２０周年おめでとうございます。大変残念ですが、

２日は上京できそうにありません。ご盛会をお祈り

します。 

 藤巻 秀樹 

（北海道教育大学教授・元日経新聞社編集委員） 

----------------------------------------------- 

細内 信孝様へ 

こんにちは。お世話になっております。 

いつもご愛顧くださいまして、ありがとうございます。 

20 周年、おめでとうございます。継続と充実、偉大

なことですね。 

お声かけをいただき、うれしく存じます。 

わたしが参加したいのですが、今年から地元コミュニ

ティの三役を仰せつかっており、当日は、その年末の

大きな会合を主催する立場です。 

息子二人も、この日はそれぞれに先約とお仕事を抱え

ているとのこと。誠に申し訳なく存じます。 

ご盛会と、一層のご隆盛を祈念いたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

ご自愛くださいませ。 

感謝を込めまして 

合同会社 文屋 代表社員 木下 豊 

（長野県小布施町の出版社） 

細内さん 

20 周年、おめでとうございます。 

12 月 2日は、西予開成塾があり、他にも行事予定が

あり、東京に出向くことができませんが、盛会を祈念

しております。 

今後とも、何卒、宜しくお願い申し上げます。 

坂本 世津夫（愛媛大学社会連携講座教授） 

----------------------------------------------- 

細内様 

中山です。私は行けそうにありませんが、影ながら、

盛会をお祈りしております。 

関係ありそうな所に案内を転送してみます。 

中山 哲士（さとし）（岡山理科大学准教授） 

----------------------------------------------- 

細内様 

メッセージありがとうございます。大変おめでとうご

ざいます。先生との出会いは私の人生の大きな転換に

なったと言えます。今は少し島に関わりつつ農業分野

で四苦八苦しています。是非またお会いしたいです。

今後ともよろしくお願いします。 

守屋 基範（岡山県笠岡市役所職員） 

----------------------------------------------- 

細内様 

ご無沙汰しています。各所に転送いたします。 

ご案内ありがとうございました。 

萩原 篤（茨城県水戸市 常陽銀行職員） 

細内先生 

ネットワーク 20周年おめでとうございます。都合

がつくようでしたら参加させて頂きます。お知らせ

いただきありがとうございます。 

三好善彦（埼玉女子短期大学教授） 

----------------------------------------------- 

ＣＢＮ設立 20 周年おめでとうございます。コミュニ

ティ・ビジネスがまだ社会的に知られていない時代か

らその先端を走り、現在の位置を築いてきたことは大

変大きな成果であると思います。多様性と自立性が織

りなす持続可能性な社会は、常にコミュニティの力が

鍵になります。これからますます必要性が高まるコミ

ュニティ創生のアプローチを共に推進して参りまし

ょう。持続可能な社会の実現に向けて会のさらなる飛

躍を期待しております。 

風見正三（宮城大学教授） 

コミュニティ・ビジネス・ネットワーク顧問 

----------------------------------------------- 




